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道路ネットワークには通常時の人と物資の移動を支えるだけではなく，災害時には地域ネットワークを

繋ぐという，極めて大きな役割が期待されていることから，道路ネットワークの防災機能の評価は道路整

備を考える上で重要な要素である． 

このような問題意識のもと，本稿では土木計画学，都市計画学などの分野における交通ネットワークの

防災機能評価手法に関する既存研究をレビューし，それらのメリット・デメリット等について考察した上

で，我が国において実務的に適用可能と考えられる評価手法について検討する． 
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1. はじめに 

 

震災により多くの交通機関が被害を受ける中，道路ネ

ットワークは他の公共交通機関に比べ圧倒的な早さで復

旧を終え，市民の避難・救出，支援物資の輸送など多方

面で被災地域の交通ネットワークを支える重責を果たし

た．広域交通ネットワークでは，空港・港湾等の拠点施

設が被災し，鉄道についてもネットワークが寸断される

中，高速道路はいち早く復旧作業が行われ，物資輸送に

加え高速バスによる幹線輸送も行われた．地域内ネット

ワークでは，国道等が早期に復旧し，津波により流失し

再会のめどが立たない鉄道に代わり地域の重要な交通ネ

ットワークの役割を果たした．また，空港・港湾復旧後

の高速ＩＣからのアクセス交通ネットワークとしても大

きな役割を果たした．このように，道路ネットワークに

は通常時の人と物資の移動を支えるだけではなく，災害

時には地域ネットワークを繋ぐという，極めて大きな役

割が期待されていることから，道路ネットワークの防災

機能の評価は道路整備を考える上で重要な要素である． 

このような問題意識のもと，本稿では土木計画学，都

市計画学などの分野における交通ネットワークの防災機

能評価手法に関する既存研究をレビューし，それらのメ

リット・デメリット等について考察した上で，我が国に

おいて実務的に適用可能と考えられる評価手法について

検討する． 

 

 

2. 交通ネットワークの防災機能の評価手法に関

する既存研究のレビュー 
 

土木計画学，都市計画学などにおいて，道路整備等に関

する防災面の指標について検討した論文や資料９編をレ

ビューした．各論文の概要について，想定しているハザ

ードなどの項目別に整理した表と，各論文で提案されて

いる手法の特性（ネットワークの個々の部品を評価可能

か，ネットワーク全体を評価可能か等）を整理した表を

p.3および p.4に示す． 

これらの整理から得られた知見を以下に整理する． 

 

・災害時における物流機能の確保について金額ベースで

評価・分析している論文として，SCGE モデル（空間

的応用一般均衡モデル）を適用している研究がある．

これらはネットワーク全体を主な評価対象としている

が，個々のリンクやノードの防災性の評価については

不向きである．また，複雑な経済モデルを構築するた

め，計算は煩雑である． 

・地域内における移動の確保について評価・分析を行っ

ている論文として，リンク同士の接続関係等からネッ

トワークの防災性を評価している論文や，被災時のネ
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ットワークを想定し配分計算を行うことで配分交通量

を用いて評価している論文などが見られた．これらの

研究もネットワーク全体を主な評価対象としており，

個々のリンクやノードの防災性の評価にも適用可能で

あると考えられるが，不向きであると考えられる． 

・また，米国の AASHTO のガイドライン「米国の国道

／高速道路に関する対テロ脆弱性評価の手引き」では，

ネットワークを構成する橋・道・インターチェンジな

どの構造物を個々に評価する分析がなされている．こ

れはリンクやノードの防災性を主な評価対象としたも

のである． 

 

3. 実務的な防災機能評価手法に必要とされる要

件について 

 

 

2.においてレビューした既存研究を踏まえると，今後，

防災機能の実務的な評価手法については，以下のような

要件を満たす手法を検討していく必要があると考えられ

る． 

①個別のリンクの評価・ネットワーク全体の評価の両方

に対応した手法 

レビューした文献を概観すると，ネットワーク全体の

防災機能を評価する手法が多く研究されていることがわ

かるが，道路事業の評価実務における適用を考えると，

個別のリンクの評価にも適用可能な手法であることが望

ましい． 

②現実に即したハザードの設定 

災害時にどのような道路が遮断されるか，といったハ

ザードの設定については，既存の研究論文では非常に強

い仮定（たとえばランダムに道路閉塞パターンを与える

など）のもとで分析が実施されている．今後は東日本大

震災などの経験も踏まえ，より現実に即したハザードの

設定を検討する必要がある． 

③実務的な簡易性 

道路の評価実務に適用していくためには，地方整備局

などにおいても既存のデータ（DRM，道路交通センサス

など）に基づき，可能な限り簡易に適用できる手法とす

ることが望ましい．したがって，ハザードの設定も道路

交通センサスからわかる道路の整備状況データ（改良区

間か否かなど）から簡易に設定できることが望ましい． 

 

4. おわりに 

 

 

本稿では土木計画学，都市計画学などの分野における

交通ネットワークの防災機能評価手法に関する既存研究

をレビューし，それらのメリット・デメリット等につい

て考察した上で，実務的な防災機能評価手法に必要とさ

れる要件について整理したが，今後はこうした評価手法

の具体的な開発と評価実務における適用事例の蓄積が必

要となってくる．国土交通省道路局では平成 23年に「道

路の防災機能の評価手法（暫定案）」を策定しており，今

後はこの手法の適用事例の蓄積と手法自体の改善に係る

検討が必要となると考えられる． 

また，道路事業の評価にあたっては，これまで時間短

縮，走行経費減少，交通事故減少からなるいわゆる３便

益による効率性の観点からの評価が中心となってきたが，

今後はこれらの防災機能などに関する評価指標も含めた

総合評価の在り方について，より深度化した検討が必要

となってくると考えられる．なお，諸外国では多くの国

で総合的な評価手法が適用されており，たとえば英国で

は「評価要約表」（Appraisal Summary Table）と呼ばれる

総合評価表が事業ごとに作成され，それをベースとした

政策決定がなされている．今後も諸外国あるいは自治体

における総合評価の現状を可能な限り把握した上で，道

路事業の評価の在り方について検討の参考としていくこ

とが望ましい． 
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被

災
地

域
内

の
各

ノ
ー

ド
（
避

難
所

等
）
か

ら
拠

点
（
病

院
等

）
に

至
る

た
め

に
そ

の
リ

ン
ク

を
復

旧
す

る
必

要
が

あ
る

か
否

か
を

表
現

す
る

指
標

。
1
か

0
を

取
る

。
）
、

順
序

指
標

（
あ

る
リ

ン
ク

に
つ

い
て

、
そ

れ
が

復
旧

さ
れ

た
順

序
（
優

先
度

）
を

示
す

指
標

）
と

い
っ

た
指

標
に

よ
っ

て
評

価
。

主
に

地
震

被
災

地
域

内
に

お
け

る
各

ノ
ー

ド
（
避

難
所

や
交

差
点

な
ど

）
か

ら
、

被
災

地
域

内
の

拠
点

（
病

院
や

資
材

置
き

場
な

ど
）
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

困
難

に
な

る
。

市
町

村
、

都
道

府
県

レ
ベ

ル

リ
ン

ク
ご

と
に

、
都

市
全

体
に

お
け

る
総

移
動

時
間

の
大

き
さ

/
少

な
さ

に
係

る
「
効

果
指

標
」
、

復
旧

の
必

要
性

に
係

る
「
頻

度
指

標
」
、

復
旧

の
優

先
度

に
係

る
「
順

序
指

標
」
な

ど
。

［
無

次
元

の
指

標
］

△
複

雑
な

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
。

0
9

総
合

的
な

視
点

・
評

価
に

よ
る

、
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
内

に
お

け
る

対
策

実
施

優
先

箇
所

の
明

確
化

A
 G

u
id

e
 t

o
 H

ig
h
w

ay
 V

u
ln

e
ra

b
ili

ty
A

ss
e
ss

m
e
n
t 

fo
r 

C
ri
ti
c
al

 A
ss

e
t 

Id
e
n
ti
fi
c
a
ti
o
n

an
d
 P

ro
te

c
ti
o
n
（
米

国
の

国
道

／
高

速
道

路
に

関
す

る
対

テ
ロ

脆
弱

性
評

価
の

手
引

き
）

T
h
e
 A

m
e
ri
c
an

 A
ss

o
c
ia

ti
o
n
 o

f
S
ta

te
 H

ig
h
w

ay
 a

n
d

T
ra

n
sp

o
rt

at
io

n
 O

ff
ic

ia
ls

（
A

A
S
H

T
O

）
 ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト

2
0
0
2
.5

T
h
e
 A

m
e
ri
c
a
n

A
ss

o
c
ia

ti
o
n
 o

f
S
ta

te
 H

ig
h
w

ay
an

d
T
ra

n
sp

o
rt

a
ti
o
n

O
ff
ic

ia
ls

’
S
e
c
u
ri
ty

 T
as

k
F
o
rc

e

―

米
国

内
の

国
道

、
高

速
道

路
を

構
成

す
る

各
施

設
（
橋

梁
、

ト
ン

ネ
ル

等
）
を

対
象

に
、

対
テ

ロ
防

御
対

策
の

実
施

優
先

度
評

価
、

及
び

防
御

対
策

内
容

の
検

討
手

順
（
S
te

p
1
～

S
te

p
6
）
を

明
文

化
し

た
も

の
。

【
S
te

p
1
：
重

要
施

設
の

明
確

化
（
C

ri
ti
c
a
l 
A

ss
e
ts

 I
d
e
n
ti
fi
c
at

io
n
）
】

・
 全

施
設

（
橋

梁
、

ト
ン

ネ
ル

等
）
の

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

・
 施

設
の

重
要

性
を

構
成

す
る

要
素

（
c
ri
ti
c
al

 a
ss

e
t 

fa
c
to

rs
）
の

体
系

化
と

、
各

要
素

の
重

要
性

に
応

じ
た

得
点

（
va

lu
e
s）

表
の

決
定

【
S
te

p
2
：
脆

弱
性

の
評

価
（
V

u
ln

e
ra

b
ili

ty
 A

ss
e
ss

m
e
n
t）

】
・
 施

設
の

脆
弱

性
を

構
成

す
る

要
素

（
vu

ln
e
ra

b
ili

ty
 f
ac

to
rs

）
の

体
系

化
と

そ
の

評
価

【
S
te

p
3
：
影

響
の

評
価

（
C

o
n
se

qu
e
n
c
e
 A

ss
e
ss

m
e
n
t）

】
・
 各

施
設

の
重

要
性

指
数

と
脆

弱
性

指
数

に
基

づ
い

た
分

類
方

法
・
 最

も
危

険
と

判
断

さ
れ

た
施

設
へ

の
攻

撃
が

及
ぼ

す
影

響
の

検
討

＜
S
te

p
1
、

2
に

立
ち

返
っ

て
検

討
＞

テ
ロ

リ
ズ

ム
全

米
に

お
け

る
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

不
全

全
国

事
前

対
策

実
施

の
優

先
順

位
［
無

次
元

］

○
重

要
度

評
価

、
脆

弱
性

評
価

の
得

点
算

出
に

お
い

て
は

、
定

性
的

な
判

断
基

準
と

、
そ

れ
に

対
応

す
る

得
点

が
一

覧
表

に
な

っ
て

お
り

、
実

務
面

で
も

簡
便

な
分

析
手

法
が

提
案

と
な

っ
て

い
る

。
△

得
点

の
基

準
が

定
性

的
な

も
の

で
あ

る
た

め
、

評
価

に
あ

た
っ

て
恣

意
性

が
発

生
す

る
。

空
間

的
応

用
一

般
均

衡
モ

デ
ル

を
用

い
て

地
域

間
の

物
資

・
旅

客
流

動
や

産
業

連
関

を
考

慮
し

た
地

域
経

済
の

モ
デ

ル
化

を
行

い
、

交
通

施
設

の
機

能
損

傷
に

起
因

す
る

経
済

被
害

の
空

間
的

帰
着

構
造

を
分

析
。

事
例

分
析

と
し

て
、

東
海

地
震

の
警

戒
宣

言
発

令
時

や
東

海
地

震
発

生
時

に
お

け
る

基
幹

交
通

網
の

機
能

低
下

の
影

響
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

整
備

な
ど

の
被

害
軽

減
施

策
の

効
果

を
定

量
的

に
評

価
。

経
済

的
被

害
［
円

］

○
事

前
対

策
、

復
旧

シ
ナ

リ
オ

ご
と

に
、

一
貫

し
た

経
済

被
害

を
計

量
で

き
る

枠
組

み
の

た
め

、
対

策
ご

と
に

費
用

対
効

果
分

析
が

可
能

。
△

煩
雑

な
計

算
が

必
要

。
△

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
機

能
支

障
に

つ
い

て
、

細
か

な
設

定
が

困
難

。

○
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

能
の

維
持

の
評

価
と

い
う

観
点

で
は

直
感

的
に

受
け

入
れ

や
す

い
。

△
算

出
に

や
や

煩
雑

な
手

続
き

が
必

要
。

△
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ご

と
の

比
較

は
で

き
る

が
、

整
備

水
準

の
目

標
値

が
定

め
に

く
い

。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
頑

健
性

（
災

害
時

に
も

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
ア

ク
セ

ス
が

維
持

さ
れ

る
可

能
性

の
高

さ
）
［
無

次
元

の
指

標
］

市
町

村
、

都
道

府
県

レ
ベ

ル

災
害

時
に

お
け

る
財

の
物

流
の

確
保

（
平

常
時

並
み

の
経

済
の

維
持

）

東
海

地
震

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
寸

断
、

も
し

く
は

混
雑

に
よ

る
物

流
経

路
の

変
化

→
財

の
価

格
が

変
化

す
る

地
域

内
に

お
け

る
移

動
の

確
保

（
例

：
円

滑
な

復
旧

、
医

療
ア

ク
セ

ス
が

確
保

さ
れ

た
避

難
生

活
の

確
保

な
ど

）

日
本

全
国

同
時

多
発

的
・
広

域
的

な
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

寸
断

→
孤

立
す

る
ノ

ー
ド

の
発

生

阪
神

・
大

震
災

の
よ

う
な

都
市

圏
の

直
下

型
地

震

都
市

圏
道

路
網

を
念

頭
に

、
道

路
網

の
冗

長
性

（
リ

ダ
ン

ダ
ン

シ
ー

特
性

）
の

評
価

モ
デ

ル
の

提
案

。
基

礎
的

な
考

察
。

⇒ ⇒⇒⇒
施

設
施

設
施

設
施

設
の ののの

重
要

性
重

要
性

重
要

性
重

要
性

施
設

施
設

施
設

施
設

の ののの
脆

弱
性

脆
弱

性
脆

弱
性

脆
弱

性 ⇒ ⇒⇒⇒
「
防

御
の

状
況

」、
「
攻

撃
さ

れ
た

場
合

の
結

果
の

大
き

さ
」
、

「
公

共
サ

ー
ビ

ス
上

の
影

響
」、

「
社

会
経

済
上

の
イ

ン
パ

ク
ト

」
の
4
分

野
・
1
4
指

標
の

総
合

評
価

得
点

（
算

定
式

が
定

め
ら

れ
て

い
る

）

「標
的

の
可

視
性

、
利

用
者

数
」
、

「
ア

ク
セ

ス
容

易
性

」
、

「長
期

的
被

害
、

及
び

物
的

被
害

の
程

度
」の
3
分

野
・
6

指
標

の
総

合
評

価
得

点
（
算

定
式

が
定

め
ら

れ
て

い
る

）
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表
2
 

レ
ビ
ュ
ー
対
象
論
文
の
概
要
の
整
理
（
そ
の
2
）
 

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

個
々

の
部

品
（ノ

ー
ド

や
リ

ン
ク

な
ど

）を
評

価
可

能
か

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

全
体

を
評

価
可

能
か

実
デ

ー
タ

に
即

し
た

ハ
ザ

ー
ド

の
設

定
と

な
っ

て
い

る
か

災
害

発
生

に
つ

い
て

、
確

率
的

な
扱

い
を

し
て

い
る

か
、

確
定

的
な

扱
い

な
の

か
計

算
の

簡
易

性
評

価
実

務
へ

の
適

用
可

能
性

ト
ラ

フ
ィ

ッ
ク

フ
ロ

ー
を

判
断

の
対

象
と

し
て

い
る

か
い

な
い

か

0
1

S
C

G
E
モ

デ
ル

を
用

い
た

基
幹

交
通

網
に

関
す

る
地

震
リ

ス
ク

の
パ

ブ
リ

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

×

○
交

通
網

モ
デ

ル
で

あ
り

、
局

所
的

な
被

災
に

よ
り

波
及

す
る

影
響

を
測

定
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

（
S
C

G
E
）
。

確
定

的
×

複
雑

な
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
必

要
あ

り
×

○
業

務
ト

リ
ッ

プ
が

考
慮

さ
れ

て
い

る
。

ht
tp

:/
/w

w
w

.js
ta

ge
.js

t.
g

o
.jp

/a
rt

ic
le

/s
o
ci

o
te

ch
ni

ca
/
2/

0/
22

8/
_p

df

0
2

空
間

応
用

一
般

均
衡

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
る

東
海

地
震

の
警

戒
宣

言
時

の
交

通
規

制
に

伴
う

経
済

損
失

の
評

価
×

○
業

務
ト

リ
ッ

プ
と

地
域

間
交

易
が

考
慮

さ
れ

て
い

る
と

と
も

に
、

交
通

網
が

モ
デ

ル
で

表
さ

れ
、

局
所

的
な

被
災

に
よ

り
波

及
す

る
影

響
を

測
定

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
（S

C
G

E
）
。

確
定

的
×

複
雑

な
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
必

要
あ

り
×

○
業

務
ト

リ
ッ

プ
が

考
慮

さ
れ

て
い

る
。

財
の

購
入

先
の

選
択

確
率

を
、

リ
ン

ク
間

の
交

通
費

用
の

増
減

に
帰

着
さ

せ
分

析
を

進
め

て
い

る
。

（
貨

物
純

流
動

調
査

か
ら

地
域

間
表

の
地

域
間

交
易

デ
ー

タ
を

案
分

す
る

。
）

h
tt

p:
/
/
c
i.n

ii.
ac

.jp
/l

o
gn

av
i?

n
a

m
e
=
ne

ls
&

la
ng

=
en

&
ty

pe
=
pd

f&
id

=
A

R
T
0
0
0
90

9
9
7
61

0
3

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
考

慮
し

た
S
C

G
E
モ

デ
ル

に
よ

る
地

震
災

害
の

被
害

計
量

化
の

枠
組

み
×

○
交

通
網

が
モ

デ
ル

で
表

さ
れ

、
局

所
的

な
被

災
に

よ
り

波
及

す
る

影
響

を
測

定
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

（
S
C

G
E
）
。

確
定

的
×

複
雑

な
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
必

要
あ

り
×

○
交

易
モ

デ
ル

の
交

易
量

を
交

通
量

に
換

算
し

、
経

路
交

通
量

と
リ

ン
ク

交
通

量
を

考
慮

し
て

い
る

。

h
tt

p:
/
/
lib

ra
ry

.js
c
e
.o

r.
jp

/
js

c
e/

o
pe

n
/
00

0
3
9
/2

0
0
41

1
_n

o
3
0
/p

d
f/

2
41

.p
df

0
4

人
口

・施
設

分
布

の
乖

離
を

考
慮

し
た

地
方

都
市

道
路

網
の

定
量

的
評

価
に

関
す

る
研

究
×

○
リ

ン
ク

の
接

続
関

係
か

ら
N

W
の

充
足

度
に

着
目

し
て

い
る

。
確

定
的

○
比

較
的

簡
易

○

×
リ

ン
ク

の
接

続
関

係
と

、
充

足
ノ

ー
ド

・
不

充
足

ノ
ー

ド
を

用
い

て
T
I（

ト
ポ

ロ
ジ

カ
ル

・
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
）に

よ
っ

て
評

価
。

h
tt

p:
/
/
re

p
os

it
o
ry

.k
ul

ib
.k

yo
to

- u
.a

c
.jp

/
ds

pa
c
e
/b

it
st

re
am

/
2
4

3
3
/
80

5
8
1/

1
/
a4

4
b
2p

0
4.

pd
f

0
5

直
下

型
地

震
の

発
生

を
想

定
し

た
都

市
圏

道
路

網
の

分
散

・集
中

特
性

の
性

能
評

価
モ

デ
ル

に
関

す
る

研
究

×
○

T
I値

を
N

W
の

集
中

・
分

散
度

に
当

て
は

め
、

ノ
ー

ド
の

孤
立

回
避

性
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る
。

確
定

的
○

比
較

的
簡

易
○

×
リ

ン
ク

の
接

続
関

係
の

み
に

着
目

し
て

い
る

。

ht
tp

:/
/l

ib
ra

ry
.js

ce
.o

r.
jp

/j
sc

e/
o
pe

n/
00

03
7/

19
9

9/
63

2
-0

09
3.

pd
f

0
6

ト
ポ

ロ
ジ

カ
ル

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

を
用

い
た

都
市

圏
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

リ
ダ

ン
ダ

ン
シ

ィ
評

価
に

関
す

る
研

究
×

○
道

路
網

や
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

安
全

室
に

関
わ

る
性

能
特

性
評

価
の

モ
デ

ル
指

標
と

し
て

T
Iを

用
い

て
い

る
。

確
定

的
△

部
分

グ
ラ

フ
な

ど
の

概
念

を
含

ん
で

い
る

た
め

、
多

少
煩

雑
。

△
×

リ
ン

ク
の

接
続

関
係

の
み

に
着

目
。

ht
tp

:/
/r

ep
o
si

to
ry

.k
ul

ib
.

ky
o
to

-
u.

ac
.jp

/d
sp

a
ce

/b
it
st

re
a

m
/2

43
3/

80
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5/
1/

a4
1b

2p
01

.p
d
f

0
7

想
定

地
震

に
よ

る
被

災
道

路
網

の
性

能
評

価
×

○
シ

ナ
リ

オ
地

震
に

よ
る

N
W

被
災

を
想

定
し

、
O

D
交

通
量

デ
ー

タ
と

交
通

量
配

分
か

ら
N

W
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

評
価

。

△
兵

庫
県

南
部

地
震

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

高
架

橋
の

被
災

確
率

を
計

算
し

適
用

し
て

い
る

が
、

一
般

道
に

つ
い

て
は

想
定

が
な

さ
れ

て
い

な
い

確
定

的

×
修

正
分

割
配

分
法

に
よ

っ
て

均
衡

解
を

求
め

る
際

に
近

似
解

を
求

め
る

方
法

を
取

っ
て

い
る

た
め

煩
雑

△
○

断
面

交
通

量
を

用
い

て
評

価
を

行
っ

て
い

る
。

ht
tp

:/
/w

w
w

.c
iv

e.
gi

fu
-

u.
ac

.jp
/l

ab
/e

d2
/
fu

ku
o
k

a/
a
bs

tr
ac

t.
ht

m
l

0
8

復
旧

優
先

度
指

標
に

よ
る

震
後

復
旧

優
先

道
路

形
状

に
関

す
る

数
理

的
研

究
×

○
移

動
時

間
の

最
小

化
を

満
た

す
交

通
N

W
に

関
す

る
問

題
で

あ
る

。

×
一

定
の

閉
塞

確
率

等
に

基
づ

い
て

ラ
ン

ダ
ム

に
閉

塞
パ

タ
ー

ン
を

与
え

る
設

定
と

な
っ

て
お

り
、

現
実

の
沿

道
状

況
な

ど
が

反
映

さ
れ

た
設

定
に

な
っ

て
い

な
い

確
定

的
△

や
や

複
雑

。
△

△
移

動
時

間
の

最
小

化
問

題
を

対
象

と
し

て
い

る
。

ht
tp

:/
/w

w
w

.t
ul

ip
s.

ts
uk

u
ba

.a
c.

jp
/d

sp
ac

e/
bi

ts
tr

e
am

/2
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1/
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/1
/P

C
P

_4
4-

1.
pd

f

0
9

総
合

的
な

視
点

・
評

価
に

よ
る

、
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
内

に
お

け
る

対
策

実
施

優
先

箇
所

の
明

確
化

A
 G

u
id

e
 t

o
 H

ig
h
w

ay
 V

ul
ne

ra
bi

lit
y

A
ss

e
ss

m
en

t 
fo

r 
C

ri
ti
ca

l 
A

ss
et

 I
de

n
ti
fi
ca

ti
o
n

an
d 

P
ro

te
c
ti
o
n（

米
国

の
国

道
／

高
速

道
路

に
関

す
る

対
テ

ロ
脆

弱
性

評
価

の
手

引
き

）

○
N

W
を

構
成

す
る

、
橋

・道
路

・イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

な
ど

の
構

造
物

に
関

し
、

重
要

度
と

脆
弱

性
に

つ
い

て
ス

コ
ア

付
け

し
評

価
し

て
い

る
。

×

△
テ

ロ
リ

ズ
ム

に
つ

い
て

想
定

し
て

い
る

が
、

他
の

災
害

を
想

定
し

た
ハ

ザ
ー

ド
は

設
定

さ
れ

て
い

な
い

確
定

的
○

比
較

的
簡

易
△

×
構

造
物

に
着

目
し

て
お

り
、

交
通

流
は

対
象

外
。

h
tt

p:
/
/
se

c
u
ri
ty

.t
ra

ns
po

rt
at

io
n
.o

rg
/
si

te
s/

se
c
u
ri
ty

/
do

c
s/

g
u
id

e
-
V

A
_F

in
al

R
ep

o
rt

.p
df

×
大

規
模

災
害

を
想

定
し

て
い

る
が

遮
断

リ
ン

ク
に

つ
い

て
は

幹
線

交
通

機
関

が
全

面
的

に
遮

断
さ

れ
る

等
の

強
い

仮
定

が
置

か
れ

て
い

る

×
同

時
多

発
的

・
広

域
的

な
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

寸
断

を
想

定
し

て
い

る
が

実
デ

ー
タ

に
基

づ
く
も

の
で

は
な

い

災
害

時
に

お
け

る
財

の
物

流
の

確
保

（平
常

時
並

み
の

経
済

の
維

持
）

地
域

内
に

お
け

る
移

動
の

確
保

（例
：
円

滑
な

復
旧

、
医

療
ア

ク
セ

ス
が

確
保

さ
れ

た
避

難
生

活
の

確
保

な
ど

）

N
o
.

評
価

の
視

点
論

文
タ

イ
ト

ル

②
ハ

ザ
ー

ド
設

定
の

現
実

性
③

実
務

的
な

簡
易

性

備
考

・
U

R
L

①
個

別
の

リ
ン

ク
の

評
価

・ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

全
体

の
評

価
へ

の
対

応

 


